
仮設・養生

5

6

通し番号

1/100

仮設・養生

M-006

空気調和設備 N.S

1/100

47

46 1/100

仮設・養生

1/100

縮尺（A1）

仮設・養生

図　面　名　称

1/100

仮設・養生

図面番号

1/100,1/50

1/100

仮設・養生

1/100

仮設・養生

M-005

1/100,1/50

45

天井解体復旧

1/100,1/50

44 M-042

43

M-040

天井解体復旧

N.S

1/100

特記仕様書（1）

特M-02

1/100,1/50

1/100,1/50

1/100,1/50

3

M-03941

1

1/10000,1/3000

1/100,1/50

18

1/100,1/50

19

2

20

11

21

M-007

1/100

M-008

M-009

1/100,1/50

M-010

通し番号

14

16

17

M-011

空気調和設備

M-012

M-013

7 配管系統図・凡例

10

M-014

M-015

天井解体復旧

M-001

M-016

N.S

天井解体復旧

M-017

1/100,1/50

N.S

13

M-047M-018

建物断面図 1/200

12

（改修）

仮設・養生

N.S

1/100

M-003

図　面　名　称

表紙・図面リスト

図面番号

9

特記仕様書（2）

15

42

8

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）

図面リスト

案内図・配置図

縮尺（A1）

M-041

特M-01

縮尺（A1）

62

E-001

M-038

M-002

N.S

M-004

6階平面図

7階平面図

10階平面図

13階平面図

1階平面図

3階平面図

4階平面図

5階平面図

6階平面図

7階平面図

8階平面図

特記仕様書

10階平面図

11階平面図

12階平面図

（撤去）

13階平面図

1/100

幹線系統図 （改修）

受変電設備単線結線図

電気室平面図

動力制御盤単線結線図

特E-01

N.S

（改修）E-002

N.S

63

E-003

64

E-004

65

（改修）4

（改修）

N.S

1/50

1階平面図動力設備 （改修）

66

E-005 1/100

1/100動力設備

図面番号

2階平面図 （改修）

図　面　名　称

E-006

67

1/100動力設備 3階平面図 （改修）E-007

68

1/100動力設備 4階平面図 （改修）E-008

69

1/100動力設備 5階平面図 （改修）

通し番号

E-009

機器表

70

（改修）

1/100

49

M-046

仮設・養生

1/100

M-043

1/100

M-044

仮設・養生

M-045

48

1/100動力設備

（改修）空気調和設備 3階配管平面図

（改修）空気調和設備 4階配管平面図

（改修）空気調和設備 5階配管平面図

（改修）空気調和設備 6階配管平面図

（改修）空気調和設備 7階配管平面図

（改修）空気調和設備 8階配管平面図

（改修）空気調和設備 10階配管平面図

（改修）空気調和設備 11階配管平面図

（改修）空気調和設備 12階配管平面図

（改修）空気調和設備 13階配管平面図

N.S空気調和設備

22

M-019

機器表 （撤去）

1/100

M-020

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

32

1/100

33

34

25

35

1/100

28

30

31

24 （撤去） 1/100

27

26

23

29

7階配管平面図 （撤去）

6階配管平面図

空気調和設備

（撤去）

5階配管平面図

空気調和設備

（撤去）

4階配管平面図

空気調和設備

（撤去）

3階配管平面図

空気調和設備

（撤去）

空気調和設備

（撤去）

空気調和設備

（撤去）

10階配管平面図空気調和設備

（撤去）11階配管平面図空気調和設備

（撤去）

12階配管平面図空気調和設備

13階配管平面図空気調和設備 （撤去）

M-021

M-022

M-023

M-024

M-025

M-026

M-027

M-028

M-029

M-030

M-031

M-032

8階配管平面図

1/10014階配管平面図

36

空気調和設備

M-033

1/100,1/30

4階平面図 1/100

給排水衛生設備

給排水衛生設備 1/100,1/3013階ガス配管平面図 （撤去）

（撤去）14階ガス配管平面図

M-034

M-035

M-036

M-037

37

38

39

40

1/100

仮設・養生

6階平面図 （改修）E-010

71

1/100動力設備 7階平面図 （改修）E-011

72

1/100動力設備 8階平面図 （改修）E-012

73

1/100動力設備 9階平面図 （改修）E-013

74

1/100動力設備 10階平面図 （改修）E-014

75

1/100動力設備 11階平面図 （改修）E-015

76

1/100動力設備 12階平面図 （改修）E-016

77

1/100動力設備 13階平面図 （改修）E-017

78

E-018

79

80

E-019

E-020

E-021

53

E-022

54

E-023

55

E-024

56

E-025

57

E-026

58

E-027

59

E-028

60

52

1/100

8階平面図 1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

13階平面図

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

動力設備

12階平面図

11階平面図

10階平面図

（撤去）

7階平面図

6階平面図

5階平面図

4階平面図

3階平面図 （撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

屋上階平面図

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

61

11階平面図天井解体復旧

1/100

天井解体復旧 5階平面図 1/100

天井解体復旧

A3:

縮尺

業務名称

図面名称

工事名称共通事項

年度 図面番号

Ｍ－　　総合設備コンサルタント株式
会社

A1:

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）

表紙・図面リスト R8N.S.

N.S.

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）設計業務

001

概要図
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東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）

●

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）

令和　　年　　月　　日（　　曜日）

　　　　　 調査内容

　　　　　　　調査範囲　○図示　　○
　　　　　　　調査方法　○図示　　○

　 施工調査

　［第1編1.5.1～3］

○　 機材の検査等

　 う試験
　 機材の検査に伴

　（第1編1.4.5～6)

　［第1編1.4.5～6］

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、
　　　通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　 機材の品質等

　（第1編1.4.2)

　［第1編1.4.2］

○●

機　　　材　　　名 検 査 試 験 備　　　　考

○ ○

○ ○

○ ○

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

●○　環境への配慮

○

１．

電気保安技術者

　　て一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて

９．

項　　目　　名

４．

３．

この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

２．

　　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関
　　する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　第１種電気工事士の資格を有する者

　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者７．

８．

　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧
　　試験に合格した者

　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上

　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，

６．

　　の検定に合格した者

　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　の教育施設の電気工学以外の工学に関する学科におい

５．

　　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

電気保安技術者

○

○

○

○

○

○

　　卒業した者

（第1編1.3.2)

［第1編1.3.2］

　　第２種電気工事士の資格を有する者

　施工条件

（第1編1.3.3)

［第1編1.3.3］

(1)　 本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する
　 法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進
　 に関する基本方針（平成31年2月閣議決定）」に定める特定調達品目
　 の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たす

(2)　 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　 性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。
　 ①　　 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　 ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　 壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ
　　 トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　 ②　　 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有
　　 量が少ない材料を使用する。

　 ③　　 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－
　　 エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

　 ④　　 ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類
　　 は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
　　 いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(3)　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、
　 「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分

　　①　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び
　　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　　②　　　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の

　　③　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデ

　　④　　　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の

ものとする。

　　 応じた材料を使用する。
　　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

　　 れていない材料を使用する。

　 「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　認定を受けた材料

　　　ヒド発散建築材料

　　　認定を受けた材料

（第1編1.4.1)

［第1編1.4.1］

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、

監督職員に報告する。

●

●

●

●

●

●

●

(4)　 機器の性能は建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築
　 物省エネ法）に基づいた性能基準を満たすものとする。

●○

〇

〇

〇

体　裁　等 部　数

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

○

　○熱絶縁施工（保温工事）

図面に特記なき場合は、工事区分表による。
　 種との取り合い
　 他工事又は他工○

○
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

Ⅰ 工 事 概 要

完成期限

３．

２．

建物概要

工事場所１．

４．

工　事　種　目

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改修面積（㎡）

　空気調和設備

　排煙設備

　衛生器具設備

　給水設備

　排水設備

　給湯設備

　消火設備

　ガス設備

　撤去工事

令和　　年　　月　　日（　　曜日）●概成工期 無

５．
指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

）対象部分（有○無●指定部分

○有６．

（第1編1.1.2）［第1編1.1.2］

工 事 仕 様
１．共通仕様

○

（１）

Ⅱ

設備概要（●印の付いたものを適用する）７．

文部科学省機械設備工事標準図(特記基準)(平成31年版)(以下「文科標準図」という。)

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を

○　風圧力
風速（Vo=　　　m/s）
地表面粗度区分（　　　　　）

○積雪荷重
建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　　　）

項　　目章 特　　記　　事　　項

適用区分○

２．特記仕様

（１）本特記仕様書の表記

用いる。

　 技能士

　（第1編1.5.2)

　［第1編1.6.2］

下記の職種及び作業に適用する。

備　　　　　考試 験

　下記の施工部分は，監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

施　工　部　分 立 会検 査　 検査に伴う試験
　 施工の検査等○

　 ・立会い等

　［第1編1.6.5～7］

　（第1編1.5.4～6)

　 完成時の提出図○
　 書

　［第1編1.8.1～3］

　（第1編1.7.1～2)

技術検査○

　［第1編1.7.2］

　（第1編1.6.2)

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の該当項目番号を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の該当項目番号を示す。
　　４）項目に記載の＜第　編　．　．　＞内表示番号は、文科仕様書の該当項目番号を示す。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて建築設備耐震設計
施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所監修）による。

（１）機器の据付け及び取付け

設計用標準水平震度

機器種別
重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階
屋上及び

2.0 1.5 1.5 1.0
防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4

地階･１階 防振支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

　 ・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、
　 　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
　 ・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

　・重要機器は次による。
　・水槽類にはオイルタンクを含む。

機器

機器

水槽類
機器

水槽類

水槽類

○　 耐震措置

塔屋

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯

水平震度を乗じたものとする。

　　槽にあっては有効質量）に、地域係数　　　及び次に示す設計用標準

　換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保
　護規格は、製造者規格による標準品としてよい。

○

○

　 電動機

　 電源周波数

　（第2編1.2.1)

　［第2編1.2.1］

　○５０Ｈz　　　○６０Ｈz

　○本工事　　　○別途
　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　○雑用水の水質の測定　　○

○　 総合試運転調整

○　 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
　 本工事で設置する。（　　　　　　図参照）
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当た
　 っては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
　 て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先

　 ○　　 内部足場（　○　種　　○　種） ○外部足場（○　種　 ○ 種）

○　 足場その他

　 行専用足場方式により行う。

　（第2編4.1.1)

〇

　○○

　埋め戻し土・盛

　建設発生土の処
　 理方法

　土

　（第2編4.2.1)

　［第2編7.1.1］

　（第2編4.2.1)

　［第2編7.1.1］

　　構内敷きならしとする。　　　○　　構外に搬出し、適切に処分する。

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された

○　 容量等の表示

　　　　数値以下とする。

東京都文京区本郷7-3-1（東京大学構内）

-

7項

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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Ⅲ

二十四

A

●

　 保全に関する資料○●

　（第1編1.7.3)

下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを運用す
る職員に対しその機能・操作の説明、保守点検の要領及び障害時の対策等
を説明するものとする。

●設備台帳(EXCELファイル)を提出すること。
●フロン排出抑制法に伴う機器管理台帳及び冷媒漏洩点検・整備記録簿

を提出すること。

●　 搬入経路・ELV内、及び既設RC壁・床等の孔明けの際は、ビニールシ
　 ート又はプラベニア等で適切な養生を行い、周囲を汚損しないよう
　 配慮すること。又、清掃は毎日の作業終了後必ず行うこと。

　［第1編1.8.4］

一式

一式

工種

構造

階数

建 物 名 称

空調方式

方式及び種別

換気方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備

ガスの種類

建物使用の有無 有

　○配管（配管工事）

　○冷凍空気調和機器施工

　○建築板金（ダクト製作及び取付）

　　 消火等の防災機能を果たす設備機器

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。
（３）吊りボルト等で吊り下げる機器は1m以上となる場合、全て振れ止め
　　　を行うこと。

　 地中埋設標等○
　（第2編2.7.1～3) （２）埋設表示テープ　○要（排水管を除く）　○不要

（１）地中埋設標 　 　○要（図示による） ○不要

〇

〇

〇

　根切り土の良質土　　●山砂の類

（２）建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

○●

名　　　　称

完　 成 　図●

●

●

●施　 工 　図

完　 成 　図

施　 工 　図

完　成 図　書●

●工 事 写 真 帳

機器取扱説明書・

完成図(A3折)・

・

・

・

保全指導書

各種試験成績書

機器完成図

・

関係官庁届出書(写)・

ﾏﾆｭﾌｪｽﾄE票(写)

地中配管の周囲には山砂の類を施すこと。

○

○

○

○

●

●

●
● 文部科学省機械設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

○●

○●

○●

○●

○● 文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(令和4年版)(以下「文科標準図」という。)

ＣＡＤデータ（●要　〇不要）

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図の

　　　　　作成の為以外に使用しないこと。

（１）ステンレス鋼管の接合は、下記による。●　 配管

　（第2編第2章)

　［第2編第2章］

　＜第2編1.1.1＞

　＜第2編2.1.1＞

（３）耐火二層管は各階立管に１箇所、伸縮継手を設置すること。

　 絶縁継手

　［第2編2.1.1］

　（第2編2.2.12)
絶縁継手を使用し絶縁を行うものとする。
配管材料のイオン化傾向が大きく異なる場合(鋼とステンレス、鋼と銅)は

　 試験

　（第2編2.9.1～5)

既設配管を含む部分の試験〇要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）

標準仕様書第２編によるほか次による。ただし、各工事種目で別に指定　 保温
されたものは除く。されたものは除く。

　［第2編3.1.1～3］

　（第2編3.1.1～6)
○多湿箇所は下記による。
○共同構内の保温種別は下記による。

次の露出配管は、塗装又は記載の仕上げとする。

　［第2編3.2.1］

　（第2編3.2.1)
　 ○指定色塗装)

　　　　○金属電線管　 (○溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ[付着量300ｇ/㎡以上]

　　　　〇配管架台　　 (〇溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ）

給水、給湯、開放系の冷温水及び冷却水機器接続部の金属材料と

●一般の施設〇特定の施設

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要

　［第1編2.2.1～3］

東京大学工事請負契約要領別記第１号の工事請負契約基準、

工事写真撮影要領(令和5年9月)

○電線の色別 配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧
高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の

左右・上下及び遠近の

別は、正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

専用接地極とした時の接地線は、監督職

員と協議し、一般接地線と色別を区別す

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２
　線式は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、
　直流２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

○

●

　　　接地

（無停電回路含む）

る。

●

(a)配電盤類については、次による。

(b)屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。
(c)接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

　　　　(２)三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は分岐前の色別による。
　　　　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。
　　　　(１)左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　　(３)三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

　備考

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

（第2編2.1.3）

　電気設備工事編

●　 既存躯体への○
　 穿孔

穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給

　埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

○走査式埋設物調査　　　　　　●放射線透過検査

●はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に下記の方法により

が停止できる附属装置等を用いて施工する。

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)
公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

　［第2編2.9.1～7］

　［第2編6.2.1］

医学部教育棟

SRC造

地下2階/地上14階

医学部教育棟

　換気設備

　自動制御設備

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●空冷ヒートポンプエアコン（電気式）

模様替

本工事は既成建物の改修工事であり、当該建物は工事中も使用中である

為、施行に当たっては安全に十分注意を払うとともに、騒音・振動等の

工事公害の防止に努めること。

空調の利用停止期間は、できる限り短期間での改修に努めること。

事前調査 ●本工事　　　○別途

　　　　　　　調査項目　●既存資料調査

1部

貸与する設計図のCADデータ著作社名：　　　ファイル形式：DXF,JWW

　　●風量調整　〇水量調整　●室内外空気の温湿度の測定
　　〇室内気流及びじんあいの測定 ●騒音の測定 〇飲料水の水質の測定

〇
●

　　　●呼び径６０Ｓｕ以下（●ＳＡＳ３２２を満足した継手　○　　　）
（２）溶接部の非破壊検査　●不要　〇要

　　　　　　　　　　　　○不要

〇屋外：

〇屋内：〇消火、ガス管 （〇指定色塗装　○　　　　　　）
　　　　〇ベントキャップ (〇指定色塗装）

　塗装〇

〇

〇

〇

●

縮尺

業務名称

図面名称印

工事名称共通事項

年度 図面番号
総合設備コンサルタント株式

会社
A1:N.S

A3:N.S特記仕様書（１）

4,846,00

　動力設備●

〇

なお、建築工事の特記仕様書は（　　　）図、電気設備工事の特記仕様書は（特-E01）図による。

●

34,640

一式

3部

製本3部

提出方法：CD又はDVDに保存し、1部提出する。

　　　　　CADデータの納品についてJWW,DXF,PDFを提出する。

　　　　　表に記載のデータは全てPDF等で提出する。

CADデータ（電子納品）及び電子データ

CADデータ（電子納品）及び電子データ

製本　●A3二つ折り製本黒厚紙表紙金文字入

特M-01

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）設計業務

9 3 31 水

現場説明書、図面47枚及び本特記仕様書2枚によるほか、●印の付いたものを適用する。

概要図



東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）設計業務

●

●

〇還気ダクトの保温要（保温の範囲は図示による。）

● ●

　　　　　　　　　　 ○

　台所流し等の

　親ﾒｰﾀｰ（○現地表示式(直読式)　○遠隔表示式(○電文式　○ﾊﾟﾙｽ式)）

　○揚水井

　掘削工法は下記による。

空
気
調
和
設
備

　
○

○ ○　亜鉛鉄板　　○普通鋼板（厚１．６mm）

　
　
排
煙
設
備

　ダクト　 設計温湿度

○　 鋼板製煙道

　 ダクト

鋼板厚（○３．２mm　○４．５mm）

　　　　　　　 ○アングルフランジ工法　　　　）
　 スパイラルダクト（○低圧　○　　　）

外　気
一般系統 一般系統

温　度 湿　度 温　度 湿　度
夏　季
冬　季

　システム構成
　その他

別図による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　
　
自
動
制
御
設
備

○ ○　パネル形　（○天井取付　　○壁取付）
○　スリット形（○天井取付　　○壁取付）
○　ダンパー形（○天井内取付　○　　　）

　排煙口の形式

○　排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書 ２０１６年版（(一財)日本建築設備･昇降
機センター）の排煙風量の検査方法に準じる。

　排煙口開放及び○ ○　電気式（遠隔操作 ○要　○不要）
　復帰方式

　
　
衛
生
器
具
設
備

　及びその組み込

　衛生器具ユニッ

　
　
給
水
設
備

　配管材料

　電源種別

　み小便器

　
　
排
水
設
備

　 排水管

図示の位置に取り付ける。

○　放流納付金等 ○要（本工事（　　　　　　　）　○別途）　　○不要

　
　
給
湯
設
備

　
　
消
火
設
備

○　機　材

○　施　工

○　一般事項

○　 機　材

○　施　工

　
　
特
殊
ガ
ス
等
設
備
工
事

　 ト

　 弁類

○　 油面制御装

　 消音内貼
　 保温及び

○　 図面に特記なき場合の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ とする。
○　ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。
○　ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往･還）には、ボール弁を取

制御盤には（○給油ポンプ制御 ○返油ポンプ制御 ○漏えい検知警報
○満油警報 ○減油警報 ○遠隔警報）の端子を設ける。なお、フロートスイ
ッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。
○蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く。）

○膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書
　第２編３．１．４の温水管の項による。
○建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項
　による。（エア抜き弁以降の配管は除く。）

　３．１．５の排水管の項による。

　付ける。

置 ○
（○貸与品　○ 　　　　　）

　 量水器

○水道事業者指定品（○ 貸与品　○買取り）　　　○標準図ＭＣ形

図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。
ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。
水道直結部分の耐圧は、１０Ｋとする。

弁類

○ ○水栓柱

管の地中埋設○ 埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、

　　　　　その他の部分は（○３００mm　○　　　mm）以上とする。

○　建築物導入部 ○　 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配

　（○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ））
○　別図による。

○　 引込納付金等 ○　 要（○本工事（　　　　　　　）　○別途）　　○不要

深さ 　　　　　車両通行部分は（○６００mm　○　　　mm）

　 管要領　）による。

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）○

　　　　　　　　　　　 他の部分は（１）による。

　　　　　　　　　　　 引き込みは水道事業者の指定により、量水器（３）水道直結配管　○
　　　　　　　　　　 ○

（１）一般配管　　　○

　図示による。（特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。）
○　ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　弁類

　 保温

　 配管材料
（１）屋内　　汚水管　　 　○　　　　　　　　　○
　　　　　　　雑排水管　　 ○

　　　　　　　 通気管　　 　○
　　　　　　　 ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ管　○
（２）屋外　　第一桝まで 　○

　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　 桝間 　　　　○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）○

　 配管材料

○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）○

　 配管材料

　
　
ガ
ス
設
備

　屋内消火栓種別

（１）屋内消火栓　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○
（２）連結送水管　一般 ○
　　　　　　　　　地中 ○
（３）　　　　　　　　 ○

○

　屋内消火栓開閉 　１０Ｋ

○ 外面被覆鋼管の呼び径１００Ａ以下はねじ接合とする。

○

○　不活性ガス消火 別図による。

別図による。

　保温

○２号消火栓

　 弁

　接合

　設備

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）○

　　○水素ガス（○高純度　○一般）　○酸素ガス（一般）

　　○アルゴンガス（○高純度　○一般）　○炭酸ガス（一般）

　　○圧縮空気（○高純度　○一般）　○圧縮空気（空気圧縮機）

　１）ガスの種別は、下記による。

○　一般事項

　○ 酸素　○ 亜酸化窒素（笑気）　○ 治療用空気

　○ 吸引（○ 水封式　○ 油回転式）　○麻酔ガス排除（排ガス）

○ 圧縮空気（○ 治療用　○手術機器駆動用）

○ 二酸化炭素

○　　 手術器械駆動用窒素

１）ガスの種別は、下記による。

　
　
医
療
ガ
ス
設
備
工
事

　
○

　ガス漏れ警報器

○

○ ○　本工事（図示による）　○別途工事
　外部警報端子（○無　○有　）

　子メーター（○実測式　○パルス式　）（○買取り　○　　　　　　）

　メーター

○液化石油ガス

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）

○　システム構成
　 その他

○

○

○ 　○　　図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋ とする。

　配管材料

　量水器

　弁類

　
　
雨
水
利
用
設
備

　別図による

　○現地表示式（直読式）　○遠隔表示式（パルス式）

　（２）集水管　　○
　（１）一般配管　○

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）○ ○

　
○
　
　
さ
く
井
設
備

○　事前調査 　下記の項目について事前調査を行う。

○地中熱交換井

○　掘削

　○既設井分布調査

　○法的規制調査

　○地表探査

（測定方式：直流型方式）
（探査方法：電気探査の比例抵抗法）

（解析方法：標準曲線法）
（熱応答試験方法：　　　　　　　）

（騒音・振動測定）

　○既設井分布調査

　○法的規制調査

　○地質情報の収集、整理

　○代表井による熱交換効率の把握

　○周辺環境調査

　○パーカッション式

　○ロータリー式

　○ダウンザホールハンマ式

　撤去内容

　　 1）品　　名

　(1)　引渡しを要するもの

　　 2）引渡し先

　　 3）集積場所

　
　
撤
去
工
事

　発生材の処理は、下記による

　　 4）集積方法

　　 2）使用場所

　　 1）品　　名

　(3)　現場において再利用するもの

　　 1）品　　名　　　　　　　　　　　　　2）処理方法

　(2)　特別管理産業廃棄物

　　 1）品　　名

　(4)　再生資源化するもの

　(5)　その他の発生材

○　試験 地中熱交換器挿入完了後の水圧試験は下記による。

　○ロータリーパーカッション式

　○回転振動式

●
●

●

34.3℃
2.0℃

56.4℃
28.9℃

26.0℃
22.0℃ 成行

成行

●

●空気調和機、ファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編

●冷媒管の保温厚さは液管10mm・ガス管20mmとし、外装は次による。

配線及びケーブルについてはエコマテリアル仕様とする。

量水器桝○

　連結送水管設備

●都市ガス　　　一般ガス導管事業者の供給規定による。

● 親メーター（○実測式　●パルス式　）（○貸与品　○　　　　　　）

　
○

　
●

　発生材の処理等●

　　 1）品　　名　：　全発生材　　　　　2）処理方法　：　関係法令に従い適切に処理

● 　●改修後に使用しない既設開口孔埋め・補修は本工事とし、タッチアップ等の仕上げは
　　別途建築工事とする。
　●アスベスト撤去処分は関係法令等に基づき適切に処理すること。
　●図示による。

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事）（統一基準）による。

　 給水装置 　 給水装置の構造及び材質の基準に関する省令（平成２６年２月２８日

　 厚生労働省令第１５号）における基準適合部品を用いること。

●外気ダクトの保温要（保温の範囲は図示による。）

　図示による。

　[第3編1.1.1]

　（第3編1.14.1

　[第3編1.2.1］

　（第2編2.2.1

　[第2編2.1.1]

　　～6）

　（第2編3.1.1

　[第2編3.1.1]

　　～2）

　[第2編3.1.3]

　（第2編2.3.5）

　[第3編1.2.1]

　（第4編1.5.1）

　（第5編1.1.7）

　[第5編1.1.1]

　（第5編1.1.3）

　[第5編1.1.1]

　（第2編2.1.2）

　[第2編2.1.1]

　（第2編2.2.16）

　[第2編2.1.1]

　（第2編2.2.1

　[第2編2.2.1]

　　～6）

　（第2編2.2.23）

　[第2編2.1.1]

　（第2編2.7.2）

　[第2編2.5.2]

　（第5編1.8.4）

　[第5編1.1.1]

　（第11編2.1.1

　　～3）

　（第11編2.2.1）

　　～2.3.1）

　（第2編2.2.1

　[第2編2.2.1]

　　～6）

　（第2編3.1.5）

　[第2編3.1.3]

　（第2編2.1.2）

　[第2編2.1.1]

　（第2編2.1.2）

　[第2編2.1.1]

　（第6編2.1.1）

　[第6編2.1.1]

　（第5編1.5.2）

　[第5編1.2.1]

　（第5編1.5.2）

　[第5編1.2.1]

　（第2編3.1.5）

　[第2編3.1.3]

　（第5編1.5.6）

　（第2編2.1.2）

　[第2編2.1.1]

　（第11編1.1.1

　　～3）

　（第6編2.1.7）

　[第6編2.1.1]

　（第6編2.1.3）

　[第6編2.1.1]

　（第6編3.1.1）

　（第5編1.5.3）

　＜第5編1.1.1

　＜第5編2.1.1

　　～2.4.3＞

　＜第5編3.1.1

　　～3.2.8＞

　　～2＞

　（第5編1.9.1）

　[第5編1.1.1]

　（第2編2.2.16）

　[第2編2.1.1]

　（第2編2.1.2）

　[第2編2.1.1]

　（第7編1.2.1）

　（第7編2.1.1）

　（第7編3.1.1）

　[第1編4.1.1

　[第1編5.1.1

　　～2]

　個別感知フラッシュ方式（　　）〇

　図示による。

〇　ＡＣ電源　　○自己発電　　

　図示による。

　図示による。

　　○窒素ガス（○高純度　○一般）　〇ヘリウムガス（○高純度　○一般）

　
〇

配管材料は（　　下記による。　　図示による。）　 配管材料

（２）油管　　　　　　○

（１）蒸気管　給気管　○

　　　　　　　 還管　　○

（３）冷温水管　　　　○

（４）冷却水管　　　　○

○

　（第2編2.1.1

　[第2編2.1.1]

　　～2）

＜第2編2.1.1＞

　チャンバー （１）　　 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
（２）　　　空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び

　　　ダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお、

（３）　　　外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバーは雨水の滞留のない
　　　大きさは図示による。

　　　ように施工する。

　[第3編1.2.1]

　 ダンパー （１）防煙ダンパー　　　復帰方式 遠隔復帰式(定格入力DC24V)
（２）防火ダンパー　　　復帰方式 手動式

　（第3編1.15.6

　[第3編1.3.1］

　　～14）

（２）地中配管　　　○

　　　　　　　　　　　 以降の地中配管は（○　　　　）とし、

　地中配管の

屋　　　内

＜第2編1.1.1＞

　（第3編1.1.2）

　（第3編1.14.6）

　　～4）

　（第7編3.2.1）

　（第3編1.14.1）

●冷媒管の断熱材の継目端面部は、専用接着剤を塗布し、端面同士がずれな
　いように専用シート等を用いて仮止めし貼り合わせること。

　 ダクト

　シールする
　排気ダクト

○　 厨房系統 　○浴室（シャワー室、脱衣所を含む）

空気調和設備の当該項目による。

　チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

　保温

　
　
換
気
設
備

　の系統

○

○

　低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
　 　　　　　　○アングルフランジ工法　　　　　）
　スパイラルダクト（○低圧　　○　　　）
○　 高圧１ダクト（範囲は図示による。）
○　厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第３編２．２．２．２のダクトの
　板厚の項より１番手厚いものとする。（範囲は図示による。）

　図示による。

　 ＤＣ用排気ダクト及び動物室排気ダクトはＢ＋Ｃシールを追加で施すこと。

　（第3編1.14.1

　[第3編1.2.1］

　（第3編1.15.6）

　[第3編1.2.1]

　（第2編3.1.4）

　[第2編3.1.3]

　＜第3編1.2.1

　　～14）

　 外気取入れ・給気ダクトの保温範囲は屋内部分全てとする。
　 排気ダクトの保温範囲は外壁から1mとする。
　 屋内露出ダクトの保温外装は次による。（　　　　　）〇

　空調を行っている室内の外気取入れ・給気・排気ダクトは保温すること。

　　～4）

　（第3編1.14.6）

　　～6＞

　[第3編1.2.1]

　[第4編1.1.1]

　[第5編1.2.3]

　　～4.2.5]

●

　 図示による。

〇

（５）ドレン管　　　　●

（６）冷媒管　　　　　●

〇

〇図示による。

〇屋外露出箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇屋内露出箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●機械室　　　　（ステンレスラッキング　　　　　　　　　　）

　
〇

〇

　ダンパー〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

　
〇

〇

　電気計装用配線〇

　
〇

〇

〇

図示による。〇〇

　自動水栓の〇

　自動洗浄装置〇

　
〇

〇 〇

〇
（○買取り　○　　 　　　）

子ﾒｰﾀｰ（○現地表示式(直読式)　〇遠隔表示式(○電文式　〇ﾊﾟﾙｽ式)）

〇

〇 〇
〇
〇

〇 〇

　
〇 〇

〇

　満水試験継手〇

〇

〇

　
〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇

　
〇

　 配管材料〇 〇

〇 　広範囲型２号消火栓　　〇易操作性１号消火栓　　○１号消火栓

〇 〇

〇 　屋外露出部分　○有（○ｅ２・(ハ)・Ⅶ　○　　　　　）　〇無

〇

● 〇

共通事項 業務名称 工事名称

印 図面名称 縮尺 年度 図面番号A1:N.S株式
会社 総合設備コンサルタント

A3:N.S特記仕様書（２）

●

　低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

●
●

　
〇
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東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）設計業務
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7.天井カセット形は化粧パネルを付属とする。

4.ドレンアップメカ、防振吊金具を付属とする。

6.リモコンは高機能型とする。1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

　特　記　事　項

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

2.電源周波数は、50Hzとする。

5.フィルターは製造者標準品とする。

8.OAダクト接続部材を付属とする。
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凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．集中リモコン［○／ 集中リモコン接続系統］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］マルチパッケージ形空気調和機（屋内機）
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8.0

3.6

7.1

3.22.8

6.35.6天井カセット4方向形

天井カセット2方向形

200

10F 秘書室

5.0

46

10.0

7.室外機には、吹出しダクトキットを付属とする。

2

4.5

Ｍ

1

10F 教授室

209 200

○

4659 56

1

ー

ー

10F 資料室、秘書室

天井カセット4方向形 ○1ー ー

ー天井カセット4方向形

28

11F 機械室0.66x214.5 15.5 12.650.045.0

リプレイス型冷暖同時マルチ型

実験動物室系統ACF-11-4 ーＭ2003 1○11 コンクリート基礎：再使用

13F 機械室

10F 多目的室

10

10

10

10

ACM-10-4-3

ACM-10-4-2

ACM-10-4-1 1

46

ACM-10-4 0.72x217.5 21.5 16.5リプレイス型冷暖切替マルチ型 63.056.0教授室・教官室系統10

ー

38

○ 13 200 Ｍ ー コンクリート基礎：再使用

ー ー200

Ｍ

Ｍ ○

52 53

200

ー

ー

3741

ー 1 ○

ー

冷暖切替
ユニット

個数

備　考
冷暖切替
ユニット

個数

Ｍ

1

1

1

1

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

ー

ー

ー

1

1

1

1

1

1

ー

1

1

1

1

1

ー

1

1

1

1

1

1

ー

ー

ー

ー

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

200

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W
冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W
冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

9.消費電力、送風機電気容量は参考値とする。

9.消費電力、送風機電気容量は参考値とする。

天井カセット2方向形 146 1 冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

146 1天井カセット2方向形 1ー ー200 Ｍ ○ 31 28ー ーACF-11-4-6 11 11F 標本室 2.2 2.5 1 冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

15.04.5

○Ｍ200 ー1ー

50.045.0

リプレイス型冷暖同時マルチ型

動物実験室系統12ACF-12-1

31.528.0

リプレイス型冷暖切替マルチ型

中央実験室系統ACM-11-3

11F 動物実験前室11ACF-11-4-8 ーー 220220○Ｍ200 ーー 1クリーンエアコン 1135 1

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W153 1天井カセット4方向形 1ー ー200 Ｍ ○ 47 34ー ーACF-11-4-7 11 11F 動物実験室 4.5 5.0 1

38.07.111F 中央実験室11ACM-11-3-1 ーー 6872○Ｍ200 ーー 1

コンクリート基礎：再使用Ｍ ー 0.61200 13

天井カセット4方向形 2

11

53 ー

1106 1天井カセット4方向形 1

○ 9.14 7.92

15.5

11F 機械室

0.66x2Ｍ ー2003 ○ 14.5 12.6

9.62

12F 機械室 1 コンクリート基礎：再使用

ー ー200 Ｍ ○ 187 174ー ーACF-12-1-1 12 12F 遺伝子実験室 11.2 12.5

ーACF-12-1-5

1 冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

28.07.112F 組織検査室12ACF-12-1-3 ーー 6872○Ｍ200 ーー 1天井カセット4方向形 153 1

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W153 1天井カセット4方向形 1ー ー200 Ｍ ○ 72 68ー ーACF-12-1-2 12 12F 培養室 7.1 8.0 1

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

18.07.1 冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W12 12F 動物室 6872ー

1

18.07.112F 動物実験室12ACF-12-1-4 ーー 6063○Ｍ200 ーー 1天井カセット2方向形 1106 1 冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

153 1天井カセット4方向形

135 1クリーンエアコン 1ー ー200 Ｍ ○ 220 220ー ーACF-11-4-4 11 11F 培養室 5.6 6.3 1

冷暖切替ユニット
1φ200V , 4.8W

14.03.611F 洗浄室11ACF-11-4-5 ーー 3539○Ｍ200 ーー 1

リプレイス型冷暖同時マルチ型
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７. 工事工程は入居者の要望を基に、監督職員と協議の上、決定すること。

６．着工前に受注業者による入居者向けの工事説明会を実施すること。

５. 室内における施工範囲に周辺の什器類を傷つけない様、プラベニヤ等で養生すること。

　　施工に当たっては安全に十分注意を払うとともに、騒音・振動等の工事公害の防止に努めること。

４．空調停止期間が最短となるよう撤去・据付を実施すること。

１．本工事は既設建物の改修であり、工事対象範囲は工事期間中も使用する為、

２．屋外機の搬出入は重機の使用は不可な為手運びとする。

３. 各空調機を一斉に撤去・新設するのではなく、１系統毎に撤去・新設し、復旧すること。

※施工条件

屋内露出配管は合成樹脂製カバー仕上

屋内露出配管は合成樹脂製カバー仕上

屋外露出配管はＳＵＳラッキング仕上
屋内露出配管は合成樹脂製カバー仕上

ドレン管（既設） 配管用炭素鋼鋼管（白）

結露防止層付塩化ビニル管ドレン管

冷媒管 断熱材被覆銅管

凡　例

名　　　称 備　　　考仕　　　様記　　　号

D

D

R

08-3-7

D
D

D
D

D
D

D

D
D

D
D

D
D

D

D
D

D

D
D

D

D
DD

D 25

D

25 D 25

標本室

25

08-3-6

25

ACF

×2

R

実験動物室

D

R

D25 25

25

R R

D

25

ACF

D
R

D

25

25

D

25

D

ACF

2525D D25

R

25 25

R

25

25 D D25

25

D

D 2525

R

D D25

D

06-4-2

×4

25

11-3

DD D

D

R

R

D

実験動物前室

D25 25

R

R

×4

暗室

ACF

R F L

1 3 F L

4
,

5
0

0

1 2 F L

4
,

5
0

0

1 1 F L

4
,

5
0

0

1 0 F L

4
,

5
0

0

9 F L

4
,

5
0

0

8 F L

4
,

5
0

0

7 F L

4
,

5
0

0

6 F L

4
,

5
0

0

5 F L

4
,

5
0

0

4 F L

4
,

5
0

0

3 F L

4
,

5
0

0

2 F L

4
,

5
0

0

1 F L

6
,

4
5

0

25

03-3

ACF

ACF

×2

ACF

標本作製室03-3-1

ACF

×3 生物物理実験室03-3-2

ACFACF

高次構造解析実験室04-2-1 04-4-2生化学実験室２

04-2

前室P2実験室 小実験室×205-1-1

ACF

×2 05-1-2

ACF ACF

05-1-3 05-1-4

ACF

暗室 05-1-5

ACF

P2第3実験室×2

ACF

05-1

教授室

ACM

×2

ACMACM

研究室206-6-1 06-6-2 06-6-3事務室

ACF

06-4

07-1-1

ACF ACF ACF

07-1-2 07-1-3ニオイ実験室
機能解析室
行動実験室 分子生物学実験室 暗室07-1-4

ACF

大学院生室07-5-1

ACM

R

25

実験室2 06-4-3

D

ACF

07-1

ACM

07-5

ACF

08-3-4 08-3-5準備室08-3-3 小動物室

ACF

ACF
2508-3

ACMACM

D

ACM ACM ACM

10-4-1 10-4-2 10-4-3 10-4-4 10-4-5多目的室 資料室、秘書室 教授室 秘書室 教官室

D

R

ACM

10-４

×2 ×2 ×2

洗浄室

ACFACF

11-4-4 11-4-5培養室培養前室

ACFACFACM ACF

11-3-1 11-4-1 11-4-2 11-4-3

11-4

ACF

組織検査室

ACF

動物実験室

ACFACF

12-1-1 12-1-2 12-1-3遺伝子実験室 培養室
×2

ACF

12-1-4 実験室

ACF

12-1-5

25

ACF

11-4-811-4-7

ACF

11-4-6

ACF

12-1

ACF

D

冷媒管サイズ

R

D

R

25

R

06-6

D

06-4-1

D

ACF

RR

R

ACM

R

×2×4

D

×2

R

R

前室

D

R

DD

R

R

R

R

R

R

25 D

25

R

ACF

R

D 25

25 DDD

R

D 2525

×3

R

R

ACM

25

D

R

×2

R

小実験室

25

25 D D25

25 25

断熱材被覆銅管冷媒管（既設）R

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

亜鉛鉄板空調ダクト

換気ダクト(OA)（既設）

亜鉛鉄板空調ダクト（既設）

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板換気ダクト(OA)

備　　　考

換気ダクト(RA)

換気ダクト(RA)（既設）

ダクト保温仕様は、公共建築工事標準仕様書とする。

ダクト保温仕様は、公共建築工事標準仕様書とする。

記　　　号 仕　　　様名　　　称

中央実験室

R

実験準備室 組織解析室

D
D

D
D

R

D

D

排気ダクト（既設） 亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

室外機排気用

室外機排気用排気ダクト

R

実験室3

25

06-6-2

ACM

×2

D

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

D

J

K

G

4K

J

J

J

65 65,65

65,65,65

7

4

6

記号 液管 ガス管
1 6.4φ 12.7φ
2 9.5φ 15.9φ
3 9.5φ 19.1φ
4 9.5φ 22.2φ
5 12.7φ 25.4φ
6 12.7φ 28.6φ
7 15.9φ 28.6φ
8 19.1φ 31.8φ
9 19.1φ 38.1φ

記号 液管 ガス管 吸入ガス管
A 6.4φ 9.5φ 12.7φ
B 9.5φ 12.7φ 15.9φ
C 9.5φ 15.9φ 19.1φ
D 9.5φ 19.1φ 22.2φ
E 12.7φ 12.7φ 15.9φ
F 12.7φ 19.1φ 22.2φ
G 12.7φ 19.1φ 25.4φ
H 12.7φ 22.2φ 25.4φ
I 12.7φ 19.1φ 28.6φ
J 12.7φ 22.2φ 28.6φ
K 15.9φ 22.2φ 28.6φ
L 15.9φ 25.4φ 31.8φ
M 19.1φ 25.4φ 31.8φ
N 19.1φ 28.6φ 31.8φ
O 19.1φ 28.6φ 38.1φ
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ＰＳＰＳ

ＰＳ

屋根

吹抜

ＷＣ（Ｗ）

ＣＨ＝3200

０３１３

０３１７

０３１９

０３１２

０３０１

０３１４

０３１５

０３１６
０３１８

０３２３

０３２４

０３２２

０３２９

０３２５

０３２６

０３２８

０３２７

０３２１

０３２０

（分子生物学実験室（３））

発生工学実験室C

（クリーンルーム）

（前室）
発生工学実験室B

（分子生物学実験室（２））

ＰＳ ＥＰＳ

ＥＰＳ

（教授室）

生化学実験室２

電子顕微鏡実験室

ＰＳ

ＥＰＳ 階段室（Ｃ）

ＥＰＳ

培養室
前室

ＥＰＳ

ＰＳ

ＷＣ（M）ＥＬＶホール

ＰＳ

リフレッシュコーナー

倉庫

ＰＳ

分子生物学実験室A

生化学実験室1

ＥＰＳＰＳＥＰＳ

分子生物学実験室B

ＥＰＳＰＳ

分子生物学実験室C

ＰＳ

教授室

研究室

ＰＳ

ＰＳ

ＥＰＳＥＰＳ

ＥＰＳＥＰＳ

低温室

機械室（Ｎ）

ＰＳ

ＰＳ

ＰＳ

生化学機器室

生物物理実験室

標本作製室

階段（N）

特別避難

附室（N）

ＥＰＳ

発生工学実験室A
（ストックルーム）

ＣＨ＝4000

ＣＨ＝3000ＣＨ＝3000
天井付暗幕ＢＯＸ

6,400

Y4

Y3

Y2

Y1

6,400

X1 X2

2,
78

0
3,

23
0

10
,1

70
2,

78
0

9,
60

0

2,685 3,5803,580 3,580 2,6853,5803,5802,685 3,580 2,6853,580 3,580

6,400 6,4006,400 6,4006,400 6,400 9,600

X4 X5 X7X6X3 X8 X9 X10
Ｎ

X11

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフトメカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト メカニカルシャフト

吹抜
メカニカルシャフト

吹抜
バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

メカニカルシャフト

バルコニー

ＳＫ

廊下（４）

廊下（３）

廊下（２） 廊下（１）

非常用ＥＬＶ

ＨＵＢ室

ＰＳ

(P2)

(CR)

(P2)

(P2)

(P2) (CR)

(P2)

(CR)

CH=2,400

CH=2,400

CH=2,400

(P2)

6,800

D

地平

ACF

03-3-2 ×3

ACF

03-3-1 ×2

RC

医学部教育研究棟　3階平面図　A1:S=1/100　A3:1/200

冷媒管サイズ

03-6

01-4

ACPRI

ACM

ACM

03-5

ACPRI

01-1

03-1

03-2

ACF

ACF

ACF

40

32

32

25 25

25

32

D

D

D

D

R R

RA 300φ

150φ

R

150φ

RA 300φ

900×300

800×400

RC

OA 150φ

RA 300φ

R

OA 150φ

RC

03-3

ACF

※1x3
※1x3 ※1x3

※1x6

※1x3 ※1x2

01-1

03-4

ACF

250φ

RC

記号 液管 ガス管 吸入ガス管
A 6.4φ 9.5φ 12.7φ
B 9.5φ 12.7φ 15.9φ
C 9.5φ 15.9φ 19.1φ
D 9.5φ 19.1φ 22.2φ
E 12.7φ 12.7φ 15.9φ
F 12.7φ 19.1φ 22.2φ
G 12.7φ 19.1φ 25.4φ
H 12.7φ 22.2φ 25.4φ
I 12.7φ 19.1φ 28.6φ
J 12.7φ 22.2φ 28.6φ
K 15.9φ 22.2φ 28.6φ
L 15.9φ 25.4φ 31.8φ
M 19.1φ 25.4φ 31.8φ
N 19.1φ 28.6φ 31.8φ
O 19.1φ 28.6φ 38.1φ

B

B

2

2

1

1

2

空調屋内機リモコン

・空調機室内外の渡り配線（EM-CEES1.25mm2-2C）は冷媒管共巻とする。
・特記無き渡り配線、電源線は既設再利用とする。

注記・凡例

冷暖切替ユニット

・実線は新設を示す。
・細点線は既設を示す。
・特記無き配管・ダクトは天井配管とする。
・※1は既設配管・既設ダクト接続箇所を示す。
・機器廻りの配管・ダクトは機器より1.0mの範囲を更新とする。
・特記無き屋内機の接続ドレン管は25Aとする。
・屋外機の基礎は既設再使用とする。
・●防火区画貫通処理（国土交通大臣認定工法）を示す。
・室外機置場のラック外配管は屋外仕様（SUSラッキング）とする。
・空調用リモコンと全熱交換器用リモコンが一体の場合は、リモコン配線の切り離
しを行う。

空調設備工事　注記・凡例記号 液管 ガス管
1 6.4φ 12.7φ
2 9.5φ 15.9φ
3 9.5φ 19.1φ
4 9.5φ 22.2φ
5 12.7φ 25.4φ
6 12.7φ 28.6φ
7 15.9φ 28.6φ
8 19.1φ 31.8φ
9 19.1φ 38.1φ

25

25

D

1

1

空調屋内機リモコン（全熱交換器連携）

鋼製架台
[100x50x5x7.5x1020x2本　　 上段
[100x50x5x7.5x1650x2本　　 下段

ACF

03-3

コンクリート基礎再使用
1000x400x150

EHP室外機廻り断面詳細図　A1:S=1/50　A3:S=1/100
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東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）

空気調和設備　3階配管平面図（改修） R81/200,1/100

1/100,1/50

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）設計業務
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医学部教育研究棟　4階平面図　A1:S=1/100　A3:1/200
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工事対象外

●

●

●

・実線は新設を示す。
・細点線は既設を示す。
・特記無き配管・ダクトは天井配管とする。
・※1は既設配管・既設ダクト接続箇所を示す。
・機器廻りの配管・ダクトは機器より1.0mの範囲を更新とする。
・特記無き屋内機の接続ドレン管は25Aとする。
・屋外機の基礎は既設再使用とする。
・●防火区画貫通処理（国土交通大臣認定工法）を示す。
・室外機置場のラック外配管は屋外仕様（SUSラッキング）とする。
・空調用リモコンと全熱交換器用リモコンが一体の場合は、リモコン配線の切り離
しを行う。

空調屋内機リモコン（全熱交換器連携）

冷暖切替ユニット

記号 液管 ガス管
1 6.4φ 12.7φ
2 9.5φ 15.9φ
3 9.5φ 19.1φ
4 9.5φ 22.2φ
5 12.7φ 25.4φ
6 12.7φ 28.6φ
7 15.9φ 28.6φ
8 19.1φ 31.8φ
9 19.1φ 38.1φ

空調屋内機リモコン

空調設備工事　注記・凡例

2

2

CJJ

1

1
2B

C

1

1
25

25

32324040

32

25

32

3

記号 液管 ガス管 吸入ガス管
A 6.4φ 9.5φ 12.7φ
B 9.5φ 12.7φ 15.9φ
C 9.5φ 15.9φ 19.1φ
D 9.5φ 19.1φ 22.2φ
E 12.7φ 12.7φ 15.9φ
F 12.7φ 19.1φ 22.2φ
G 12.7φ 19.1φ 25.4φ
H 12.7φ 22.2φ 25.4φ
I 12.7φ 19.1φ 28.6φ
J 12.7φ 22.2φ 28.6φ
K 15.9φ 22.2φ 28.6φ
L 15.9φ 25.4φ 31.8φ
M 19.1φ 25.4φ 31.8φ
N 19.1φ 28.6φ 31.8φ
O 19.1φ 28.6φ 38.1φ 注記・凡例

・空調機室内外の渡り配線（EM-CEES1.25mm2-2C）は冷媒管共巻とする。
・特記無き渡り配線、電源線は既設再利用とする。

B

2

EHP室外機廻り断面詳細図　A1:S=1/50　A3:S=1/100
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EHP室外機

鋼製架台
[100x50x5x7.5x1020x2本　上段
[100x50x5x7.5x1650x2本　下段

コンクリート基礎再使用
1000x400x150
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1/100,1/50

1/200,1/100 R8空気調和設備　4階配管平面図（改修）

東京大学（本郷）医学部教育研究棟Ⅱ期空調設備改修工事（２期）
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